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急
性
期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
統
廃
合
、
総
合

健
康
診
査
事
業
（
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
チ
ェ
ッ
ク
）
の

廃
止
な
ど
、
府
民
・
市
民
の
命
と
健
康
を
な
い
が

し
ろ
に
す
る
行
政
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
協
会

は
、
こ
の
よ
う
な
行
政
改
革
に
反
対
し
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
と
い
う
自
治
体
の
本
旨
に
沿
っ
た
責

任
を
果
た
す
よ
う
府
や
自
治
体
に
求
め
る
。

③ 

口
腔
保
健
法
（
２
０
１
１
年
８
月
成
立
）
の
趣
旨

に
基
づ
き
積
極
的
に
口
腔
保
健
事
業
の
促
進
を
求

め
、
歯
科
健
康
施
策
の
抜
本
改
善
を
図
る
こ
と
を

求
め
る
。
病
診
連
携
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
の
推
進
を

は
か
る
体
制
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
歯
科
医

療
提
供
体
制
の
改
善
を
い
ち
早
く
進
め
る
よ
う
自

治
体
に
求
め
て
い
く
。

④ 

医
科
の
保
険
医
協
会
と
の
連
携
を
強
め
、
大
阪
府

・
各
市
町
村
へ
積
極
的
に
懇
談
要
請
を
行
い
、
保

険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
目
指
す
運
動
へ
の
協
力
団

体
・
個
人
を
さ
ら
に
増
や
し
、
共
に
大
阪
か
ら
声

を
上
げ
、
歯
科
保
健
医
療
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

・
福
祉
行
政
の
改
善
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑤ 

府
下
の
労
働
者
の
失
業
率
は
高
く
、
歯
科
診
療
所

に
治
療
で
訪
れ
る
患
者
の
経
済
的
・
時
間
的
条
件

は
あ
ま
り
に
も
悪
い
。
最
低
賃
金
は
生
活
保
護
基

準
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
の
運
動
と
同
時
に
、
現
在
予
定
さ
れ
て
い
る

生
活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
を
阻
止
す
る
運
動
が

欠
か
せ
な
い
。
生
活
保
護
は
国
民
の
権
利
と
し

て
、
切
り
下
げ
る
よ
り
む
し
ろ
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

 　

橋
下
市
長
の
行
政
改
革
に
よ
り
大
阪
市
西
成
区

で
は
、「
医
療
機
関
等
確
認
制
度
」
の
導
入
で
生

活
保
護
受
給
者
の
医
療
機
関
へ
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
大
阪
市
が
生
活

保
護
指
定
医
療
機
関
の
新
規
指
定
に
独
自
の
基
準

を
持
ち
込
み
、
審
査
・
指
導
の
強
化
を
目
論
ん
で

い
る
。
こ
れ
が
西
成
区
か
ら
府
下
全
域
に
広
が
る

懸
念
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
常
診
療
を
阻
害

し
、
府
民
の
最
低
生
活
を
脅
か
す
行
政
に
対
し
強

く
反
対
す
る
と
と
も
に
、
改
善
を
求
め
る
。

６
、
国
民
皆
保
険
を
崩
壊

さ
せ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

反
対
す
る

９
、
憲
法
の
理
念
に
基
づ

き
生
存
権
や
人
権
を
生

か
し
、
平
和
・
民
主
主

義
を
守
る

13
、
理
事
会
、
専
門
部
及

び
事
務
局
の
強
化

８
、
東
日
本
大
震
災
、
福

島
第
一
原
発
事
故
被
災

者
対
策
を
全
面
的
に
支

援
す
る

７
、
社
会
保
障
と
し
て
の

国
民
皆
保
険
を
空
洞
化

し
、
社
会
保
障
制
度
の

〝
解
体
〞
を
狙
う
社
会

保
障
制
度
改
革
推
進
法

の
実
施
を
許
さ
な
い

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
医
療
に
市
場
原
理
を
持
ち
込
む

で
き
る
。
核
兵
器
廃
絶
、
オ
ス
プ
レ
イ
・
沖
縄
米
軍

基
地
の
問
題
等
に
も
積
極
的
に
国
民
運
動
の
一
翼
を

担
い
、「
医
科
歯
科
九
条
の
会
」「
反
核
平
和
医
療
人

の
会
」
の
活
動
を
よ
り
発
展
さ
せ
、
平
和
と
民
主
主

義
を
守
る
立
場
で
大
い
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

25
条
に
規
定
さ
れ
る
生
存
権
の
保
障
を
守
る
こ
と

は
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
団
体
と
し
て
の
使
命

だ
。
生
活
保
護
基
準
の
切
り
下
げ
や
社
会
保
障
改
悪

に
は
断
固
反
対
す
る
。

　

小
選
挙
区
制
で
は
多
く
の
民
意
が
切
り
捨
て
ら

れ
、
国
民
の
一
部
だ
け
の
利
益
擁
護
が
進
め
ら
れ

る
。
民
意
を
反
映
す
る
選
挙
制
度
改
革
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
、
生
存
権
・
人
権
・
平
和
・
民
主
主
義
を

守
る
基
本
事
項
と
な
る
。

　

大
震
災
後
、
未
だ
に
30
万
人
を
超
え
る
人
々
が
苦

し
い
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
被
災
者
の
緊

急
要
求
に
基
づ
く
必
要
な
公
的
支
援
を
国
の
災
害
政

策
の
基
本
原
則
に
据
え
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

く
。

　

福
島
第
一
原
発
で
は
、
使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
の

冷
却
装
置
が
停
電
で
長
時
間
停
止
す
る
よ
う
な
危
険

性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
他
の
原
発
直
下
の
活
断

層
が
次
々
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
現
実
に
お
い
て
、
国

民
多
数
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
声
に
逆
ら
っ
て
、
原
発

再
稼
働
、
新
増
設
を
公
言
す
る
政
権
・
路
線
に
強
く

反
対
し
て
い
く
。「
原
発
ゼ
ロ
の
会
・
大
阪
」
の
活

動
を
積
極
的
に
広
め
て
い
く
。

　

９
条
を
守
り
抜
き
、
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交

で
こ
そ
、
ア
ジ
ア
と
世
界
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
が

　

歯
科
保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
ま
も
り
、
国
民
の

歯
科
医
療
の
充
実
と
向
上
、
国
民
の
健
康
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
規
約
、
総
会
決
定
・
方

針
、
理
事
会
決
定
に
基
づ
き
、
理
事
及
び
専
門
部
員

は
事
務
局
員
と
協
力
・
連
携
し
て
協
会
活
動
に
あ
た

る
。

　

事
務
局
員
は
、
理
事
会
を
補
佐
し
、
実
務
的
に
保

障
す
る
役
割
が
あ
り
、
医
療
保
障
、
社
会
保
障
の
運

動
の
専
門
家
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
に
必
要
な
実
務
能
力
、
理
論
政
策
能
力
、
組
織
能

力
を
高
め
る
た
め
の
学
習
・
教
育
を
重
視
す
る
と
と

も
に
、
方
針
の
遂
行
に
必
要
な
体
制
な
ら
び
に
人
材

を
確
保
す
る
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
は
、
社
会
保
障
の
全

分
野
の
改
悪
を
最
大
の
目
的
に
し
て
い
る
。
自
立
・

自
助
の
名
で
医
療
、
介
護
、
年
金
、
保
育
、
生
活
保

護
の
さ
ら
な
る
切
り
捨
て
を
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、そ
の
露
払
い
が
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
、
社
会
保
障
改
悪
の
動
き
に
対
し
て

反
対
運
動
を
大
き
く
広
げ
、
改
善
を
求
め
る
。
同
時

に
負
担
と
給
付
を
厳
し
く
管
理
し
、
社
会
保
障
費
の

総
枠
抑
制
を
押
し
付
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
案
に
反

対
す
る
。

こ
と
は
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
を
破
壊
し
、
格
差
医

療
を
も
た
ら
す
最
悪
の
選
択
で
あ
る
。
国
民
医
療
を

守
る
た
め
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の
急
速
な
運
動
の
広
が
り
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

新
聞
、
チ
ラ
シ
、
署
名
、
パ
ン
フ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
通
じ
た
政
策
宣
伝
の

強
化
を
行
っ
て
い
く
。
す
べ
て
の
政
党
、
国
会
議
員

に
参
加
反
対
を
訴
え
、
行
政
機
関
と
の
交
渉
な
ど
の

取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
く
。

17万人が集まった2012年７月の
脱原発集会＝東京都内　　　　

「原発ノー」を訴えながらパレードする協会役員ら
＝2013年３月10日、大阪・中之島公園　　　　　　

10
、
休
保
・
年
金
・
グ
ル

ー
プ
保
険
な
ど
共
済
の

拡
大

12
、
会
員
、
住
民
に
近
い

地
区
活
動

　

休
業
保
障
制
度
の
募
集
が
７
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ

た
。
募
集
停
止
以
降
の
新
規
加
入
の
資
格
が
あ
り
な

が
ら
入
れ
な
か
っ
た
会
員
だ
け
で
も
７
０
０
人
超
に

の
ぼ
る
。
加
入
を
希
望
し
て
い
る
会
員
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
を
強
め
る
。

　

保
険
医
年
金
に
つ
い
て
も
、
協
会
の
自
家
共
済
制

度
と
し
て
、
開
業
医
会
員
・
勤
務
医
会
員
と
も
に
利

用
し
や
す
い
内
容
に
す
る
た
め
、
保
団
連
、
受
託
生

保
会
社
を
通
じ
て
今
後
と
も
制
度
の
補
強
・
充
実
を

め
ざ
す
。
ま
た
、
新
規
開
業
者
・
既
開
業
者
と
も
に

融
資
を
受
け
ら
れ
や
す
い
よ
う
提
携
先
金
融
機
関
の

拡
大
に
努
め
る
。

　

労
働
保
険
委
託
事
務
は
、
安
い
委
託
手
数
料
や
迅

速
な
手
続
き
に
努
め
、
利
用
医
院
が
開
業
医
会
員
の

２
割
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
利
用
医
院
の
拡
大
を
め
ざ
す
。

　

地
区
活
動
は
、
直
接
、
会
員
か
ら
協
会
に
対
す
る

意
見
を
く
み
上
げ
、
歯
科
健
診
や
歯
科
健
康
教
室
な

ど
の
取
り
組
み
を
通
し
て
地
域
の
住
民
と
の
つ
な
が

り
を
強
め
る
窓
口
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

地
区
会
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
身
近
で
役

に
立
つ
講
習
会
を
旺
盛
に
取
り
組
み
、
歯
科
健
診
、

歯
科
健
康
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
住
民
の
受
診

を
促
す
。

11
、
組
織
の
拡
大
と
強
化

　

協
会
は
３
９
０
０
人
の
会
員
の
声
を
力
に
、
休
業

保
障
制
度
の
募
集
再
開
の
実
現
、
診
療
報
酬
の
引
き

上
げ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
前
進
を
生
み
出
し
て
き

た
。
頼
り
に
な
る
協
会
の
魅
力
の
一
つ
に
加
わ
っ
た

休
業
保
障
制
度
の
募
集
再
開
を
組
織
の
拡
大
・
強
化

の
課
題
の
中
に
位
置
付
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

今
後
も
国
民
医
療
を
守
り
会
員
要
求
を
実
現
す
る

た
め
に
、
さ
ら
な
る
強
固
な
会
づ
く
り
と
４
０
０
０

人
会
員
の
達
成
を
め
ざ
し
て
全
力
を
尽
く
す
。

《
13
面
か
ら
つ
づ
く
》

枚方市で開いた歯科健診の模様 　　
250人超が受診した＝2011年10月23日


